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大
暑
の
候
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻

弄
さ
れ
早
２
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
感
染
拡
大
の
波
は
あ
り
ま

す
が
、
世
界
で
は
既
に

「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
仙
台
オ
ペ
ラ

協
会
も
来
月

の
本
公
演

「
コ

ジ

・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」
に
む

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
所
で

す
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
オ
ペ

ラ
の
制
作
に
は
多
大
な
資
金
が

必
要
で
す
。
半
年
に
及
ぶ
稽
古

に
か
か
る
費
用
、
広
報
に
か
か

る
経
費
、
舞
台
上
で
は
音
楽
費

の
他
、
大
道
具
、
照
明
、
衣
裳

等
々
・・、

毎
回
、
国
や
県
、
市

を
は
じ
め
民
間
の
助
成
団
体
か

ら
ご
支
援
を
頂

い
て
い
る
ほ

か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
費
と
し

て
の
ご
協
賛
ぃ
チ
ケ
ッ
ト
の
ご

購
入
な
ど
、
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
て
実
現
に
至

っ
て
お
り
ま

す
。
勿
論
、
歌
い
手
で
あ
る
演

奏
部
会
員
の
皆
さ
ん
は
涙
ぐ
ま

し
い
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
特
に
今
回
は
、
毎
年
頂

い
て
き
た
国
関
係
か
ら
の
助
成

金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
か
な
り
厳

し
い
状
態
で
す
。
賛
助
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
心
苦
し
い
の

で
す
が
、
こ
の
窮
状
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
も
、
尚

一
層
の
ご

支
援

ふ
」協
力
を
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
１
９
７
６
年

に

「オ
ペ
ラ
研
究
会
」
の
名
で
設

立
以
来
、

４６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
地
方
に
お
い
て
５０
年
近
く

も
オ
ペ
ラ
の
公
演
を
続
け
て
い

る
団
体
は
国
内
で
も
珍
し
く
、

私
た
ち
は
仙
台
に
根
付
い
て
い

る
こ
の
団
体
を
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。
設
立
の
労
を
と
ら
れ
た

故
小
野
浩
資
先
生
、
会
員
と
し

て
歌

っ
て
き
た
演
奏
部
会
員
の

皆
さ
ま
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
、
惜
し
み

な
く
協
力
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ま
…
、

４６
年
も

の

間
、
総
勢
で

一
体
何
名
位
の
方

の
努
力
に
よ
っ
て
現
在
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
お

一
人

前
年
度
に
公
演
出
来
な
か
っ

た

『魔
笛
』
を
９
月
に
行
う
こ

と
が
出
来
た
が
、
２
月
に
起
き

た
地
震
の
影
響
で
県
民
会
館
が

被
災
し
、
そ
の
改
修
が
間
に
合

う
の
か
と
い
う
コ
ロ
ナ
と
は
別

の
理
由

で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

た
。
我
々
の
本
番
直
前
に
改
修

が
終
わ
り
無
事
に
公
演
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
指
揮
は
船
橋

洋
介
氏
、
演
出
は
藤
野
祐

一氏
。

数
名
の
グ
ス
ト
を
迎
え

一
日
だ

け
の
公
演
で
あ
っ
た
が
、
７
０
０

名
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

お

一
人
に
感
謝
を
込
め
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
と
共
に
支
え
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ず

は
来
月
の
公
演
に
是
非
お
出
か

け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
繁
栄

を
祈
り
つ
つ
。
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様
々
な
公
演
が
中
止
と
な
り
、

生
の
ス
テ
ー
ジ
を
心
待
ち
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
が
多

く
い
ら
し
た
の
で
は
と
い
う
印

象
で
あ
っ
た
。
無
事
に
観
客
を

入
れ
て
の
公
演
を
開
催
出
来
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
年
が
明

け
て
２
月
に
は
春
の
イ
ン
テ
ル

メ
ッ
ツ
ォ
の
公
演
を
計
画
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
４
月
に
延
期
せ
ぎ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
延
期
を
決

め
た
公
演
も
、
再
び
３
月
に
起

き
た
地
震
の
影
響
で
や
む
な
く

中
止
と
な
っ
た
。
２
０
２
１
年

度
は
コ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
大
規

模
地
震
の
影
響
も
受
け
、
今
出

来
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
活
動

を
継
続
し
て
き
た
。
安
心
し
て
練

習
の
出
来
る
環
境
が
一
刻
も
早
く

一戻
っ
て
く
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

出演 者 の コメン ト

魔笛を終えて

佐 本々 駿

初めてのオペラ舞台を終えて、まずオペ

ラ公演を行 うのにここまで人が必要なの

だと驚 きました。「仙台オペラ協会Jの

名を背負 って歌 い演 じる責任 を強 く感

じ、稽古に臨む日々でした。

音楽的なご指導を辛抱強く何度も何度も

していただいた船橋 先生や堀 内先生、

岩手訛 りの抜 けない台詞のイントネー

ションを一からご指導いただいた藤野先

生、ご指導ありがとうございました。

出演者のコメント

パ ミーナを演 じて

本目]] え少ノ青

パミーナは、一癖も二癖もあれ (笑 )夜の女王やパ

パゲーノなど、他のキャラクターに比べて個性的な部

分がなく受け身な印象が強いですが、「決して弱い女

性ではないJと いうことは常に意識して稽古に臨んで

いました。今の時代とどこか通じるものがある様々な

試練…それを経て、パミーナを少女から大人の女性

へと成長させてくれたように、自分自身も成長するこ

とのできた幸せな時間でした。最後に、コロナ禍の中、

様々な方の想いが一つとなり無事公演できたことに心

より感謝いたします。

「
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

～
オ
ペ
ラ
名
曲
集
～
」

仙
台
市
宮
城
野
区
文
化
セ

パ
ト
ナ
ホ
ー
ル
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～ブッファで笑いを届けます|～

３
年
目
と
な
っ
た
ウ
ィ
ズ

・
コ

ロ
ナ
。
少
し
ず

つ
社
会

の
状
況

も
変
化
し
、
感
染
対
策
を
行

い

な
が
ら

コ
ン
サ
ー
ト
や
公
演
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
協
会

で
も
、
今
年

の
本
公
演

「
コ

ン゙
・
フ

ァ
ン

・
ト

ゥ

ッ
テ
」

開
催
に
向
け
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

稽
古
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回

の
公
演

で
は
、
初

め
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
電
子
オ
ル
ガ
ン

が
担
当
し
ま
す
。
音
響
技
術
の
目

覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
ど
こ
ま

で
本
物
に
迫
れ
る
の
か
…
今
後
の

活
動
に
生
か
す
た
め
の
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
月
初
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

立
ち
稽
古
で
は
、
演
出

の
恵
川

先
生
か
ら
フ
」
れ
は
ブ
ッ
フ
ァ
釜
ロ

歌
劇
）
で
す
。
笑

い
を
と
ら
な

き
ゃ
。
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
生
か
し
て
！
」
と
の
言
葉
。
音

楽
か
ら
読
み
取
る
…
歌
詞
か
ら

読
み
取
る
…
心
情
や
思

い
を
想

像
し
、
演
技
や
音
楽
表
現
に
反

映
さ
せ
る
…
。
そ
し
て
、
大
い
に

笑

っ
て
も

ら
え

る

ス
テ
ー
ジ

を
！

充
実

し
た
稽
古
を
重
ね
、

本
番
に
向

か
い
ま
す
。
「
コ
ジ

・

フ
ァ
ン

・
ト
ゥ
ッ
テ
」
公
演

へ
、

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。（鈴

木

誠
）

指
揮
者
か
ら

高
橋

裕
之

昨
年
に
引
き
続
き
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ

ラ
。
先
ず
は
、
ダ

・
ポ
ン
テ
ニ
部
作
の
最
後
を

飾
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
集
大

成
を
指
揮
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ダ

・
ポ
ン
テ
の
オ
ペ
ラ
に
は
変
装
や

役
の
取
り
替
え
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
フ
ィ
ガ

ロ
の
結
婚
で
の
伯
爵
夫
人
、
ス
ザ
ン
ナ
、
ケ
ル

ビ
ー
ノ
。
ま
た
、ド
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
で
は
、ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
と
レ
ポ
レ
ッ
ロ
、
ど
ち
ら
も
誘
惑
に

関
わ
る
主
従
関
係
。
し
か
し
、
こ
の
オ
ペ
ラ
で

は
テ
ノ
ー
ル
と
バ
リ
ト
ン
の
友
人
同
士
の
変
装

に
よ
る
相
手
恋
人
へ
の
求
愛
。
変
装
し
た
彼
ら

は
恋
人
と
は
声
域
が
異
な
り
見
破
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
も
し
、
当
初
の
予
定
通
り
、
サ
リ
エ

演
出
家
か
ら

恵「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
「ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
プ
ン

ニ
」
に
続
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
、
ダ

・
ポ

ン
テ
台
本
に
よ
る
３
作
日
の
オ
ペ
ラ
の
題
名

で
す
。
今
の
世
の
中
、
女
性
達
に
は
噛
み
つ
か

れ
そ
う
な
題
名
で
す
よ
ね
。
副
題
は

「恋
人

達
の
学
校
」
。
つ
ま
り
、
若
い
恋
人
達
が
学
ぶ

べ
き
こ
と
、
と
言
っ
た
よ
う
な
意
味
合
い
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

初
演
時
に
は
、
あ
り
得
な
い
設
定
に

（髭
を

つ
け
て
服
装
を
変
え
た
く
ら
い
で
、
恋
人
が
分

り
が
作
曲
し
て
い
た
ら
…
、
変
装
す
る
だ
け
で

声
域
の
交
換
は
行
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

（サ
リ
エ
リ
に
大
変
失
礼
な
話
で
す
が
）
。

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
オ
ペ
ラ
と
し
て
も
知
ら
れ

る
こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
変
装
し
た
二
人
の
男
性
や

そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
二
人
の
姉
妹
、
変
装
を

企
て
た
仕
掛
け
人
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
と
デ
ス
ピ
ー

ナ
の
駆
け
引
き
と
い
っ
た
よ
う
に
、
６
人
の
ソ

リ
ス
ト
が
見
事
に
絡
み
合

い
な
が
ら
物
語
が

進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
合
唱
団
は
無
人
格

の
単
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
な
く
、
そ
の
正
体

は
こ
の
茶
番
劇
を
召
使

い
や
音
楽
家
と
し
て

片
棒
を
担
い
で
い
る
存
在
。
ま
さ
に
、
ソ
リ
ス

ト
６
人
を
中
心
と
し
て
心
の
変
化
や
思
惑
を

表
現
す
る
室
内
オ
ペ
ラ
的
な
内
容
で
、
今
回

の
会
場
で
あ
る
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
は
、
お
客
様

に
お
届
け
す
る
に
は
最
適
の
環
境
と
思
い
ま

す
。
公
演
ま
で
残
り
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
と
稽
古
の
時
間
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

か
ら
な
く
な
る
は
ず
が
な
い
―
）
大
ブ
ー
イ
ン

グ
だ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
そ
の
嘘
臭
さ

も
あ
り
得
る
時
代
に
な
っ
て
来
た
の
か
、
オ
ペ

ラ
の
人
気
演
目
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
ア
ン
サ
ブ
ル
や
ア
リ
ア
の
愉
し
さ
、
美
し
さ

と
同
時
に
、
曲
の
難
し
さ
で
も
知
ら
れ
る
オ
ペ

ラ
で
す
。
喜
劇
で
す
か
ら
、
お
話
し
は
明
る
く

楽
し
く
進
み
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
笑
い
だ
け
で

な
く
、
皮
肉
に
満
ち
た
怒
り
や
悲
し
み
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
恋
人
達
が
何
を
学
び
、
「女
は
皆
、

こ
う
し
た
も
の
だ

（
コ
ジ
・フ
ァ
ン
・ト
ゥ
ッ
テ
と

と
言
う
溜
め
息
に
行
き
着
く
の
か
…
稽
古
場

で
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
皆
で
答
え
を
探
す

毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
乞
う
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
！
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演奏部

中村 優子

オバサンの女中デスピーナ役を演 じま

す。ご主人様である結婚間近のお嬢

様達に上から目線であれこれ偉そうに

恋愛指南をいたします。ハラハラ|ド キ

ドキI上手く事は運ぶのでしょうか?世の中は悲しく辛

い事が多いこの頃ですが、喜歌劇「コジ・ファン トウッ

テ」をご覧頂き、モーツァルトの美しく軽やかな調べに

のせて展開する物語に時には笑って時にはほろりと _

心踊るオペラのひと時をお楽しみ頂けましたら幸いで

す。皆様のご来場を′亡、よりお待ちいたしております。

齋藤 翠

久しぶりのオペラ舞台復帰は正直、不

安ばかりでした。立ち稽古では自分の

気持ちが希薄で演技に結びつかず、つ

まり客席に説得力の無い演技になってし

まいました。積極的でコロコロ変わる気分屋のドラベッ

ラはそれでは絶対につまらないと気付きました。それは

何よりも高橋先生と恵川先生、ピアニストの方々のご指

導で充実した稽古場で湧き出てくるアイデイアを見て自

分も着いて行きたい 1自分のせいで面白くなくつなたらダ

メだ !と 感じたからです。稽古場は厳しく勉強の場です

が何よりも楽しいのです。この稽古場の雰囲気も客席

に伝わる様に本番に向けて臨みたいと思います。

歴史ある仙台オペラ協会様の公演に出演させてい

ただけること、非常に光栄に思います。フェランド役

は、激情的でありながら繊細でロマンティック。彼の

音楽にはそれがよく表れており、特に1幕に歌うアリ

ア「恋人の愛の息吹はJと 、2幕のフィオルディリージ

との二重唱は美しく官能的であり、尚且つ歌手の力

量が試される曲だと思います。今回が初役となりますが、公演まで共演

の皆様と良い舞台を作り上げられるよう稽古に励んで参ります。

福島県会津若松市出身。東京芸術大学卒業。同大学大学院修了。市川

市文化振興財団主催第 32回新人演奏家コンクール優秀賞。第 4回か

わさき新人声楽コンクール聴衆賞。「椿姫Jアルフレード、「ラ ボエームJ

ロドルフォ、「トスカJカヴァラドツシ、「カヴアレリアリレスティカーナJト ゥリッドウ、

「カルメンJドン ホセ等、テノール リリコの主要な役で活躍。藤原歌劇団団員。

同じ東北という事で子供の頃から仙台という地には

愛着があり憧れを抱いていました。また今回公演す

る「コジ・ファン・トゥッテJは、オペラ歌手として生

きていく事を決めた思い出の作品で、憧れの地で思

い出深い作品を公演する事はとても光栄に思ってお

ります。111台から東北を盛りLげていくつもりで今回

挑まさせて頂きたいと思います。最後に見に来てくださる皆さん、是非楽

しんで作品を,舞台を見て下さい !

じる等、

武蔵野音楽大学卒業、同大学大学院修了。2012年藤原歌劇団本公演

「フイガ国の結婚」タイトルロールでデビュー。2013年夏ペーザロにてア

カデミアロッシニアーナに参加。「ランスの旅Jで ドン アルヴァーロを演

オベラを中心に数々の役を多彩に演じる。藤原歌劇団団員。青森県出身。

ゲ
ス
ト

仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
〈
口
謳
理
団
買
り
洋
仙
乱
ツ

躊

石

鐸

臨

喝

肺

誕

で

警
戒
し
な
が
ら
、
合
唱
団
も
立
ち
稽
古
に

入
り
ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど

の
コ
ロ
ナ
対
策
は
勿
論
、
演
出

の
先
生

の

容
赦
な
い
ダ
メ
出
し

（笑
）
、
奴
隷
か
ら
僧
侶

へ
の
早
着
替
え
と
い
う
無
茶
な
稽
古
な
ど
、

試
練
？
の
連
続
で
し
た
が
、
無
事
に
公
演
を

終
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
試
練
は
続
き
ま
す
。
春
の
イ
ン
テ

ル
メ
ッ
ツ
ォ
に
向
け

「愛
の
妙
薬
」
を
練
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
な
ど

の
影
響
で
中
止
。
で
も

「
こ
の
ま
ま
で
は
」

と
い
う
思
い
で
、
い
つ
も
の
練
習
場
所
で
本

番
に
着
る
は
ず
だ

っ
た
衣
装
を
着
て
、
合
唱

団
単
独

で

コ
〔観
客
公
演
」
を
内
輪

で
開

催
し
締
め
ま
し
た
。

そ
し
て
季
節
は
巡
り
、
今
年
も
立
ち
稽

古
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
歌

え
る
喜
び
を
噛
み
し
め
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

↑
ア
ノ
ー
ル
、
清
水

篤
太
郎
）

研
究
生
活
動
報
告

‐８
期
生
報
告

コ
ロ
ナ

の
影
響

で
不

定
期
な
練
習
を
強

い
ら

れ
た
１８
期

の
修
了
演
奏

は
３
年
日

１０
月

に
半
年

以
上
ず
れ
込
ん
で
行
わ

れ

た
。
演

目

の
ヴ
ェ
ル

デ

ィ
中

期

オ

ペ
ラ

「イ

ル

・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」
第
４
幕
の
２
重
唱
は
、

愛

・
嫉
妬

・
策
略
に
満
ち
た
心
理
描
写
の
難
し

い
２
重
唱
で
あ
る
。
一局
橋
里
江
さ
ん
（ソ
プ
ラ
ノ
）

と
佐
藤
雅
也
さ
ん

（バ
リ
ト
ン
）
は
、
仕
事
や

コ
ロ
ナ
に
よ
る
環
境
の
変
化
で
定
期
的
な
練
習

の
難
し
い
中
、
彼
ら
の
持
ち
味
の
美
声
を
存
分

に
生
か
す
歌
唱
技
術
を
向
上
さ
せ
演
技
に
も
新

た
な
工
夫
を
凝
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な

っ
て
、
安
定
し
た
歌
唱
技
術
と
成
長
し
た
演

奏
力
を
見
せ
て
く
れ
た
。
　

　

　

（應
和

恵
子
）

‐９

期

生

報

告

こ
の
４
月
か
ら
研
究
生

の
活
動
も

や

っ
と
再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
現
在
、
ツ
プ
ラ
ノ
菊
地
里
津
子
さ

ん

（当
協
会
合
唱
団
員
）
、
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
野
田
み
の
り
さ
ん

（宮
城
学
院
音

楽
科
を
４
月
卒
業
）
の
一
．人
で
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
ー
ト
ゥ
ッ
テ
」

よ
り
二
重
唱
を
二
曲
、
練
習
中
で
す
。

前
期
は
日
本
語
、
動
作
も
な
し
で
と
い

う
難
し
い
条
件
の
中
で
、
原
語
イ
タ
リ

ア
語
の
響
き
に
ど
れ
だ
け
近
づ
く
こ
ど

が
出
来
る
か
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

全
１０
回
、
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
と
い

う
厳
し
い
条
件
の
中
、

１０
月
１６
日

（日
）

の
発
表
の
日
ま
で
、
フ
ィ
オ
ル
デ
ィ
リ
ー

ジ
と
ド
ラ
ベ
ッ
ラ
の
成
長
を
楽
し
み
に

待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
（姉
歯

け
い
子
）



第 48号 仙 台 オ ペ ラ 協 会 会 報 令和 4年 8月 1日 (4)

去る6月 25日 (土 )仙台市民会館に於

いて社員総会を開催。全議案異議なく承

認され新役員が選任されました。

2021年度は、「新型コロナJの 影響で、

春のインテルメッツォ公演が出来なかっ

たこと等により、決算が大幅な赤字にな

りました。

また、今年も恒例の懇親パーテイーや

コンサートが中止となって、賛助会員の

みなさんとお会いする機会がなくなり、

大変残念な思いをしています。

2021年度事業報告 (主なもの)

6月 26日 第一回理事会 定時社員総会

8月 ]日 会報第47号発行

9月5日 第45回記念公演「魔笛」 (県民会館)

10月 23日 第 18期研究生発表会

12月 17日 第二回理事会

2月 19日 春のインテルメッツォ公演

コロナ禍のため4月 に延期後、

地震で会場使用できず中止

3月 30日 第三回理事会

2022年度事業計画 (主なもの)

6月 25日 第一回理事会 定時社員総会

8月 1日 会報第48号発行

9月 18日 ～ 第46回 公演「コジ ファン トウッテJ

9月 19日  (仙台市青年文化センター)

10月 第 19期研究生前期発表会

11月 末 第二回理事会

2月 12日  春のインテリレメッツォ公演

3月 第 19期研究生後期発表会

3月 末 第三回理事会

*貝オ政基盤の強化に努める

*各種の
/AN演

依頼には、積極的に応 じる

*会員加入の促進に努める

役員紹介

会 長 藤 崎 三 郎 助 藤崎代表取締役社長

副会長 ― 力  雅 彦 河北新報社代表取締役社長

〃 亀 丼  淳 ― カメイ取締役相談役

理 事 姉 歯 け い子 元オペラ協会演奏部会員

〃 大 崎  健 二 元オペラ協会演奏部会員

〃 菊 地  文 博 元宮城県議会議員

〃 佐 藤  淳 ― オペラ協会演奏部会員

〃 末 光  員 希 宮城学院女子大学学長

″ 鈴木   誠 オベラ協会演奏部会員

〃 鈴 木  道 子 尚網学院大学学長

〃 八木   洵 エイトリー 社長

監 事 熊 谷  員 人 税理士

〃 三 島  卓 郎 弁護士

顧 間 亀 井  昭 伍 前オペラ協会会長

〃 青 木  茂 之 前オベラ協会副会長

事務局長 庄 子  真 希

～ 籠う 2022年度 社員定時総会開催 Qゎ略

仙台オペラ協会2021年度 損益計算書

計

カ

カ

罰

荀

荀
　

計

［翡̈
』轟特」
時

会

債
債
け
価
恰
　
入

〈決算額〉

2,203,000
も慶纂̀

暴
◎藝

410.番尋G
15華〔l.O◎○

幸

革摯轟,(1:旺 〕幸

3,443,125
尊.尋4群 .1構準

護ト

1,140,000
1,800,000
3,696,000

0
2,162,285

13
291,852

演奏部会員)

芸術文化振興基金等

寄付金、特別会費

楽譜代、DVD代等

考〉〈備

収 入 合 計 14.736.275

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

金

料

料

費

金

演

楽

一一不
場

借

ム
ロ
　

赫

刷

録

は

信

］

魏

は

勧

圭峨
嚇

搬

赫

　

　

平

］

　

嘲

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

賃

り

支

雑

前
´

(科 目〉

借 入 金 返 済

予  備  費

〈予算額〉

1,830,000
1,125,000
1,358,000
1,160,000
658,000

4,690,000
300,000
100,000

1,030,000
462,000

3,000
290,000
140,000
615,000
200,000

1,000,000
22,000

245,000
300,000
15,000

270,000
2,600,000

60,000
25,000

250,000
0
0

18,276

支 出 合 計 18,766.276

演出家の「笑いを取りましょうIJの 言葉、ウキウキしてくるのは私だけでしょうか? これほど演技に…体のちょっとした動きに厳しい稽古をするの

は久しぶり。そして、その動きをモーッァルトの音楽にシンクロさせる一う～ん、難しい !で も、いいステージが出来そうな予感 !!

2022年度収支予算書

(科 目〉

前 期 繰 越 金

会 費 合 計

(賛 助会 員個 人)

(賛 助会 員法 人)

(社 員 会 費)

(研 究 生 会 費)

(合 唱 団 会 費 )

入 場 料 合 計

(本  公  演 )

(イ ンテルメッツォ)

広  告  費

共  催  金

助  成  金

業 務 受 託 料

受 取 利 息

雑収入。未収金

付

〈予算額〉

123,761
2,420,000

ア器曇.辱 争
=}

4幕拳lt~_l器

重:器 義.器 警奉

幕辱・暴1}轟

墓寺番.暑 攀奢

4,722,500
準.準 尊7.54:畢

拳磐辱や巻善

1,200,000
1,800,000
4,400,000

0
3,800,000

15
300,000

収 入 合 計 18,766,276

〈備 考〉

指揮者、ソリスト等出演料

稽古ピアノ、コレペティ費等

演出料、舞台監督費等

公演会場費

稽古場借料等

舞台製作費

研究生指導料等

パソコンプリンターインク代等

プログラム、チラシ等印刷代

DVD録画費、記録写真費

郵便料等

事務局電気、ガス、水道代

出演者等交通費、宿泊費

法人市民税等

新聞広告代等

理事会経費等

消毒液、スタッフ弁当代等

公演道具運搬費

事務局家賃

事務局員人件費等

コピー機リース料

銀行等振込手数料等

慶弔費、DVD・ CD購入費等

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

金

料

料

費

費

費

□叩
　

　

生

　

勤
小
通

公
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経

　

□ｍ
　

　

ス

数

　

却

演

楽

十一本
場

借

ム
ロ

　

酬

刷

録

権

信

酬

鼓

税

鵠

圭峨
儲

搬

耗

　

　

一
肝

　

麟

備

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

賃

り

支

雑

減

予

支 出 合 計

〈決算額〉

3,860,763
445,000

1,151,168
1,232,800
644,550

3,956,804
275,685
69,969

811,729
291,937

0
299,889
137,976
729,856
80,000

344,960
21,593

421,191
120,000

0
260,914

2,467,165
58,245
22,830

205,573
0
0

17.910.597

☆会費納入のお願い☆●本年度会費が未納|の方は●お早めに納入くださ|いま|すようお願いいたします:

(鈴木 誠)


